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➢ 本市において外国人住民数は増加傾向にあり、近年は新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、一時的な減少が見られた
ものの、令和５年12月末時点では160の国や地域を出身とする169,392人の外国人住民が居住し、全市民のうちの
約6.1％を占め、人数、割合ともに政令指定都市で最も多い状況にある。

➢ また、10年前は6割以上を占めていた「韓国・朝鮮」籍は数、割合ともに減少傾向にあり、
「ベトナム」「ネパール」籍の増加が顕著など、国籍の多様化が進んでいる。

10年間で
53,110人増

2023年12月末時点 160の国・地域
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◆大阪市の外国人住民数の増加・多様化

2013年12月末時点 134の国・地域

出典：大阪市住民基本台帳人口より

大阪市の外国人住民数（各年12月末時点）
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多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラムの概要



生活ルールやマナーを
知ってもらう

異文化をお互いに理解する 交流の機会を増やす

外国人住民との相互理解や交流を進めましょう！

例えば・・・
日本の習慣や生活のルールを理解してもらえるだろうか？

（ごみの捨て方） （騒音）

etc

外国人住民が増えると、文化の違いや言葉が通じないなど
心配されることがあります。

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラムの概要
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外国人住民も共に地域を支える一員

外国人住民との相互理解や交流が進むと・・・

地域を支える人が増え

地域の活性化にもつながり

誰もが安全に安心して暮らせる魅力あるまちに！

地域活動に参加する外国人住民が増えれば活動の担い手になり得る人材も増える

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラムの概要
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◆地域の実情に応じたステップ感を持ったエリアプログラム

①《理解促進の取組》

より多くの外国につながる市民に、日本で暮らすうえでの慣習やマナー、ルールなどを伝え、知ってもらうと
ころから始め、外国につながる市民を含む地域住民との相互の理解を促進していくプログラム。

②《参加の取組》

外国につながる市民を含む多くの地域住民が、地域活動への参加につながるよう、お互いに関心を持つためのプログラム

③《交流の取組》

将来的に地域の活性化につながるよう、興味・関心のある物事を通して共通点を知り、継続した交流につなげていくとともに、
将来の地域活動等の担い手にもつながるような人材の創出につなげていくためのプログラム

・地域活動の担い手の方向け：翻訳機能を活用した多言語広報の作り方 など
≪例≫ ・地域住民向け：翻訳アプリ（スマートフォン）の使い方 など

・外国人住民向け：日本の慣習等発信（SNS、キーパーソンを通じた発信） など

5

基本的に①「理解促進」⇒②「参加」⇒③「交流」の順での実施を想定しているが、
それぞれの地域実情に応じて柔軟に対応する。

（令和5～6年度のモデル地域 ⇒ 港区：南市岡、浪速区：浪速、生野区：北巽、西成区：北津守）

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラムの概要



エリアプログラム実施のポイント

地域実情の確認

外国人住民の増減、多い年齢層、多い国籍など、地域の実情を確認する

キーパーソンとの関わり

外国人コミュニティとつながりのある“キーパーソン” に企画や集客に関わってもらう

地域資源の活用

既存の地域活動（イベント等）の活用、近隣の関係機関に協力を働きかける

多言語・やさしい日本語の活用

イベント周知やイベント実施時に、多言語・やさしい日本語で対応する

「イベント」から「イベント」への誘導

イベント参加者が次回以降のイベントに参加してもらえるよう働きかける

「参加者」から「運営協力者」への誘導

各プログラムの参加者から、

今後のイベント実施の際の運営協力者になってもらえるよう働きかける

継続した取組

日本人も外国人住民も、誰もが地域の一員

として交流できるまちにつなげていく

② 参加
気軽に集まるイベント

③ 交流
継続的につながりを

持てるイベント

① 理解促進
お互いを知り繋がる
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多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラムの概要



１．理解促進の取組
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地域 ニーズ調査 主な目的 実施日 取組メニュー

生野
（北巽）

⚫ 地域の日本語学校を通じたアンケート
（同校OBの多くが近所にお住い）

⚫ 近隣企業を通じたアンケート
（従業員の多くが近隣外国人住民）

⚫ その他企業やベトナム料理店等への訪問

地域団体のリーダー等に外国人
とのコミュニケーションに対する不
安を払しょくする

2月22日

憩の家でベトナム人住民を紹介
➢ まち協理事会でベトナム籍の住民（近隣企業の従

業員）を紹介
➢ 同ベトナム籍住民へ地域活動を紹介

地域住民（日本人と外国人で
子育て世代の親）がコミュニケー
ションに対する不安を払しょくする

3月10日
憩いの家で親子交流
➢ お花見に絡めた内容

（工作／歌／お菓子など）
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北巽まちづくり協議会
定例会

令和6年2月22日

おやこカフェ
令和6年3月10日

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～



地域 ニーズ調査 主な目的 実施日 取組メニュー

西成
（北津守）

⚫ 中国籍の住民宅への戸別訪問によるヒア
リング及びアンケート

地域住民（日本人と外国人で
子育て世代の親）がコミュニケー
ションに対する不安を払しょくする

3月3日
憩いの家で親子交流
➢ ひな祭りに絡めた内容

（工作・ゲーム／文化紹介／軽食など）
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ひなまつり
令和6年3月3日

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～



地域 ニーズ調査 主な目的 実施日 取組メニュー

浪速
（浪速）

⚫ 地域でこどもの学習支援や見守り等の活
動を行っている代表者へのヒアリング

地域住民（日本人と外国人で
子育て世代の親）がコミュニケー
ションに対する不安を払しょくする

3月5日
集会所で親子交流
➢ ひな祭りに絡めた内容

（工作・ゲーム／相談／軽食など）
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おやこ食堂
令和6年3月5日

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～



地域 ニーズ調査 主な目的 実施日 取組メニュー

港
（南市岡）

⚫ ベトナム、インド、ネパール、ミャンマーの食
材店、料理店への戸別訪問によるヒアリン
グ及びアンケート

⚫ 市岡日本語教室へのヒアリング
⚫ 子育て支援事業参加者へのヒアリング

地域住民（日本人と外国人で
子育て世代の親）がコミュニケー
ションに対する不安を払しょくする

3月30日
尻無川自治会館で交流
➢ 食文化に絡めた内容

（ゲーム／お菓子／相談など）
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みなとdeたぶんか
令和6年3月30日

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～



10分48秒
「やさしい日本語」の活用を推奨
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【多文化共生のためのコミュニケーションのコツ動画の作成】

6分48秒
「やさしい日本語」「英語」「中国語」「韓国語」
「ベトナム語」「ネパール語」で制作

4分33秒
「翻訳アプリ」の使い方を紹介

日本人向け 外国人向け

（Facebook、QRコードを活用したチラシ等により拡散、百歳体操やふれあい喫茶等で上映中）

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～

https://www.youtube.com/watch?v=MhIcOHLB35I
https://www.youtube.com/watch?v=Rbx5mYQQFo8
https://www.youtube.com/watch?v=OeRTTrQrUFI&t=8s
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【地域イベントにおける動画視聴の様子】

おやじカフェ（北巽） 100歳体操（北巽）

100歳体操（北津守） ふれあい喫茶（北津守）

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～



２．参加・交流の取組
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子どもみこし
令和6年7月14日

西成（北津守）

・多言語でのお知らせ文、参加申込募集案内の作成
（北津守小学校から配付）

・多言語でのポスター作成（各地域掲示板等へ掲出）
・多言語での町会案内を掲載した団扇の作成（当日参加者へ配布）
・3月のイベント参加者等への呼びかけ など

うちわデザイン（裏） うちわデザイン（表）

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～
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わっしょい！北巽
（花火大会）
令和6年7月21日

生野（北巽）

・多言語、やさしい日本語でのお知らせ文の作成
・多言語での注意書きを掲示した看板の作成

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～
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すき屋根ん！夏祭り
令和6年8月2日、3日

港（南市岡）

・多言語でのポスター作成（各地域掲示板等へ掲出）
・多言語での町会案内を掲載した団扇の作成（当日参加者へ配布）
・多言語での注意書きを掲示した看板の作成
・3月のイベント参加者等への呼びかけ など

う
ち
わ
デ
ザ
イ
ン(

裏)

う
ち
わ
デ
ザ
イ
ン(

表)

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～
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こどもカーニバル
令和6年9月7日

西成（北津守）

・多言語でのお知らせ文の作成（北津守小学校から配付）
・多言語でのポスター作成（各地域掲示板等へ掲出）
・3月のイベント参加者等への呼びかけ
・外国のお菓子等を景品とした輪投げブースの出展
・地域住民（中国籍）の方のボランティア参加
（中国語、英語での注意喚起アナウンスの実施） など

輪投げブース

花火打ち上げの注意事項を
中国語と英語でもアナウンス

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～
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オールたつみ
あそ防祭！まな防祭！

令和6年9月8日

生野（北巽）

・多言語、やさしい日本語でのお知らせ文の作成
・多文化共生ブースの出展
（留学生による文化紹介・防災トーク）
（外国人のための防災ガイドの配布）

巽東、巽、巽南、北巽  4地域合同イベント

ブース内に多言語版防災マップ、防災啓発、
やさしい日本語のポイントのパネルを掲示

ミャンマーの伝統的な化粧品
（日焼け止め）を体験

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～
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ハロウィン ウォークラリー！
令和6年10月25日

浪速（浪速）

・多言語で留学生にボランティア募集を案内
・災害時に役立つポンチョづくりをハロウィン仕様にして体験
・留学生のボランティア参加

多言語によるボランティア募集

6年生は事前にポンチョづくり

ボランティアがウォークラリーに付き添い

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～
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おやじカフェで防災タイムアタック
令和6年10月29日

生野（北巽）

⚫ 地域の定例行事「おやじカフェ」で留学生との交流
⚫ 「やさしい日本語」の紹介
⚫ 「やさしいにほんご」で防災を学べる教材
「OSAKA防災タイムアタック！-やさしいにほんごでBOSAI-」を活用

「やさしい日本語」を使ってグループごとにディスカッション
まずは「やさしい日本語」の紹介

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～
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わっしょい♪北巽！フェス
令和6年11月23日

生野（北巽）

⚫ 多言語、やさしい日本語でのお知らせ文の作成
⚫ 多文化共生ブースの出展
（近隣企業で働く外国人住民とのコミュニケーションブース）
（留学生による「パニプリ（インドやネパール等のストリートフード）」の販売）

お話ししてくれた方には
缶バッチをプレゼント

「やさしい日本語」でコミュニケーション

世界のあいさつ缶バッチを作成

地域の日本語学校の生徒による
「パニプリ」の販売

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～
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地域防災訓練
令和6年11月24日

西成（北津守）

・これまでに関わりを持った外国人住民へ参加の呼びかけ
・外国人住民の訓練への参加
・地域の担い手の方たちとのLINEグループを作成

アルファ化米の調理～盛り付けの体験炊き出し訓練の説明

避難経路の確認

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～
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多文化マルシェ
令和6年11月30日

港（南市岡）

・既存の商店街イベントとコラボレーション
・区のスポーツイベント（シティロゲイニング）ともコラボレーション
・多言語でのポスター作成（各地域掲示板等へ掲出）
・近隣の外国料理店にブース出店を依頼 など

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～

世界のあいさつ缶バッチを
ガチャポンでプレゼント

台湾：魯肉飯
（ルーローハン）

ミャンマー：ビリヤニ

ネパール：カレーとBBQ
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もちつき大会
令和6年12月１日

西成（北津守）

・外国人住民にチラシの翻訳版の作成を依頼（実際に作成）
・これまでに関わりを持った外国人住民へ参加の呼びかけ
・地域の担い手の方たちとコミュニケーション

外国人住民が翻訳版チラシを作成

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～

外
国
人
住
民
も 

も
ち
つ
き
初
挑
戦

世界のあいさつ缶バッチを
ガチャポンでプレゼント
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料理交流会
令和6年12月15日

港（南市岡）

・外国人住民に講師を依頼
・これまでに関わりを持った方々へ参加の呼びかけ
・「やさしい日本語」で外国人住民向けチラシを作成 など

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～

日本、台湾、フランス、シンガポール、
パキスタンなど多国籍の参加

台湾の「五色湯圓（ごしょくたんえん）」と日本の「雑煮」にづくりに挑戦！
講師による台湾文化の説明もあり台湾と日本の文化を体験
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【関連情報のホームページへの掲載、Facebookでの発信】

多文化共生の地域づくりに向けたエリアプログラム支援事業 ～取組実績～

https://www.city.osaka.lg.jp/shimin/page/0000622518.html
https://www.facebook.com/osaka.city.tabunka/
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